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営業の概況 

　日頃よりわたくしどもの事業に対して、ご支援をいただき心よりお礼申しあげます。 

ここに、当社の第31期事業報告書をお届けするにあたり、ご挨拶申しあげます。 

当社は、平成18年6月1日をもちまして持株会社体制に移行し、商号を株式会社テン・ア

ローズに変更いたしました。企業グループ全体としては、各事業の経営環境をより客観

的に評価することで最適な経営資源配分を容易にすることができ、事業子会社におい

ては、責任と権限を明確にしたうえで経営の自由度を高め、市場環境の変化に機動的

に対応できる組織体制を構築することで市場競争力の強化を図ってまいります。 

　当社を取り巻く経営環境は依然厳しい状況が続いておりますが、引続き業績の回復

に向け企業グループをあげて全力で取り組んでまいりますので、今後とも変わらぬご支

援とご理解を賜りますようよろしくお願い申しあげます。 

株主のみなさまへ  

平成18年6月 
株式会社テン・アローズ　代表執行役社長 

　当連結会計年度における日本経済は、企業業績の回復を背景にした設
備投資の増加や、株価の上昇、雇用・所得環境の改善による個人消費の
回復が見られるなど、景況感は上昇を続けました。一方で、社会保障費の
負担額の増加や、金融政策の動向、原油価格の上昇による原材料価格の
高騰などの不安材料はあるものの、今後も旺盛な景気の拡大基調は継続
するものと考えられます。 
　当社企業グループは企業価値の向上を図るべく、業績の回復を最優先
事項と位置づけ、積極的な事業運営を進めてまいりましたが、売上高は611
億34百万円（前連結会計年度比6.1％減）、営業利益は7億27百万円（前
連結会計年度は13百万円）、経常利益は10億91百万円（同107.9％増）と
なりました。 
 
●レディースインナー等卸売事業における業績の概況 

　レディースインナー市場におきましては、激化する企業間競争と消費者ニ
ーズの多様化により市場環境は一段と厳しさを増し、引続き厳しい状況が
続いております。このような環境のもと、当社は一貫して「補整機能ときごこ
ちの良さ」を商品づくりの基本として、お客さまに満足していただける商品の
提供を心がけてまいりました。シャルレブランドでは「ドゥヴァンナ」シリーズに
新アイテムと新たなカラーを追加し商品展開の充実を図ったほか、「パレッテ
ィ」シリーズでは、秋・冬向け商品、春・夏向け商品として計4色をスポット発売
いたしました。また、10月より新ブランド「シャルレ スポーツ」を投入し商品展

開の充実を図りました。化粧品につきましても、ユーザーの拡大を目的に“ト
ライアルセット”を中心とした商品を充実させ、消費者の拡大を図りました。 
　営業施策につきましては、創業30周年を経て当期を第二創業期と位置
づけ「女性ひとりひとりの、美しさのために。」というメッセージを発信すると
ともに、ビジネスメンバーも含めたシャルレ全体がもう一度原点を見つめ直し、
「一番大切なこと」「守らなければならないこと」を再考し、原点回帰を一つ
のテーマとして掲げてまいりました。販売面では、シャルレビジネス本来の「組
織の活性化」と「販売力の強化」を目的に「ステップアップコンテスト2005」を
9月～11月の3か月間実施したほか、活動のテーマを毎月設定し販促活動の
強化を図りました。 
　このように積極的な事業活動を展開し、業務の進捗としては順調に推移
したものの厳しい市場の情勢と基幹商品の販売不振により、レディースイン
ナー等卸売事業における売上高は341億6百万円（前連結会計年度比5.8
％減）となりました。また、営業利益は販売費及び一般管理費の削減効果
により16億20百万円（前連結会計年度は1億54百万円）となりました。 
 
●ギフト卸売事業等における業績の概況 

　従来のギフト業界が対象市場としてきた返礼ギフトは、儀礼的な贈答の
縮小など、ギフト習慣の変化により、厳しい事業環境になっております。 
　こうした中、「お客さまが真ん中」という視点で、ギフトを通じて「ありがとう
のネットワークを創造」することを理念とした経営を推進してまいりました。そ

して、商材であるカタログ発刊におきましては、4月に贈り主の心を伝える商
品を集めたウエディングカタログ「Enicil Wedding Catalogue（エニシル ウ
エディングカタログ）」を創刊、6月にはパーソナル向けカタログ式ギフト「WAQWA
（ワクワ）」を創刊、7月には知育玩具・育児用品カタログ「PICKLE－PIXY（ピ
ックル・ピクシー）」を創刊（2月VOL.2を発刊）いたしました。これらはいずれも、
従来の返礼品中心のカタログではなく、パーソナルギフトを志向したもので、
流通市場からは高評価を得ております。 
　また、従来の一般家庭向け贈答品カタログ「HARMONY（ハーモニー）」
（8月）、総合ギフトカタログ「ゴールデンギフト2006」（12月）、カタログ式ギフト「Gift 
Selection」最新号（10月）、販促用プレミアム＆ノベルティグッズカタログ
「SELDOM」（1月）を発刊し、販売店さまの販売活動の支援を行ってまいり
ました。 
　インフラ面におきましては、4月の個人情報保護法の施行に合わせて、個
人情報を扱う、事務所、配送センターの設備や、ＩＴのセキュリティー強化の
投資を行い、厳格な社内規定の運用のもと、プライバシーマーク取得の申
請を行いました。 
　さらに、4月には個人情報を厳格に管理するため、カタログ式ギフトの交換
ハガキの専用入力センターを、5月にはお客さまの声を集めるコンタクトセンタ
ーを開設し、その声を事業に活かす体制を整えました。 
　そして、11月には埼玉県所沢市に「関東ロジスティクスセンター」を開設し、
今後の東日本の販売拡大による物量増加への対応と、販売店さまへのサ
ービスレベルの向上を図る計画です。 
　このような事業活動を行いましたが、既存ギフト市場の低迷の影響で、カ
タログ別の売上では、中元・歳暮とカタログ式ギフトは前連結会計年度以上
の伸長となっているものの、主力の返礼総合、仏事関連が減少しております。
また、クライアント別の売上では、主力得意先である百貨店の組織変更によ
る口座廃止、葬祭返礼品事業の売却による影響と、既存店の減少分を新
規開拓でまかなうことができませんでした。 
　それらの結果、売上高は262億30百万円（前連結会計年度比3.5％減）と
なりました。 
　また、利益面におきましては、新カタログ、新サービスのマーケティング費用
のほか、将来を見越した物流、ＩＴへの投資、商号変更やキャンペーンなど
一時的な費用の増加などにより販売費及び一般管理費が増加して、営業
損失7億35百万円（前連結会計年度は8百万円の営業損失）となりました。 
 
■通期の見通し 

　平成18年3月30日開催の臨時株主総会において、平成18年6月1日を期
日として分社型新設分割を行い、持株会社体制へ移行することを決議いた
しました。 
　体制移行に際して、当社は100％子会社「株式会社シャルレ」を会社分

割により新設し、当該子会社にレディースインナー等卸売事業に関する営業
を承継いたします。また、当社は「株式会社テン・アローズ」に商号変更を行
った上で、引続き上場会社として継続いたします。 
　新たな企業グループ体制のもと連結決算の見通しとしましては、売上高
597億円（前連結会計年度比2.3％減）、営業利益は12億50百万円（同
71.9％増）、経常利益15億10百万円（同38.3％増）、当期純損失4億40百万
円（前連結会計年度は76百万円の損失）を見込んでおります。 
　なお、当社単体の計画は期首から5月末までの持株会社体制移行前およ
び6月からの持株会社体制移行の業績予想からなっており、取締役会長（創
業者）の退任にともなう退職慰労金の支出による特別損失7億77百万円が
含まれております。 
 
●レディースインナー等卸売事業 

　レディースインナー市場におきましては、商品・サービスに対する消費者の
選別が厳しさを増し、企業間競争もさらに激化し引続き厳しい環境が続くと
思われます。 
　このような環境のもと、2006年度から3か年の中期経営戦略を策定し、ビ
ジネスの基盤である商品やビジネスシステムを再構築することでビジネス意
欲の向上を図ります。 
　また、4月に実施いたしました「第23回代理店セミナー」におきまして、シャ
ルレの財産は「人」であることを再確認し、“商品ありき”ではなく“人ありき”
を意識し創業以来守ってきた「人と人との絆」の大切さを徹底し、販売員と
意識の共有化を図りました。そして、サービスを超えた「おもてなしの心」（ホ
スピタリティ）を提供し、社会に貢献できるような環境の整備ならびに浸透を
図ります。そして、引続きコスト削減を継続しながら、売上縮小の食い止めと
固定費の圧縮を図りたいと考えております。 
　次期の数値目標といたしましては、商品面では定番商品の内容を見直し、
人気商品のバリエーションの拡大と、機能性を追求し新商品の発売などを
予定しております。営業面では、今年度に引続き9～11月にステップアップコ
ンテストを予定しており、売上高は319億70百万円（前連結会計年度比6.3減）
を見込んでおります。 
 
●ギフト卸売事業 

　ギフト業界におきましては、既存市場の低迷により厳しい経営環境が継
続するものと考えております。 
　このような中で、市場として伸長しているカタログ式ギフトの新商品「ギフト
セレクション・トワニー」を上期に発刊します。今後リテールサポートを強化す
ることで営業の質的変換を行ってまいります。 
　これらによりギフト卸売事業の売上高は274億80百万円（前連結会計年
度比4.8％増）を見込んでおります。 



3 4

経営戦略 

●グループ企業の目指すもの 

　事業子会社が固有の事業に専念できる新体制のもと、シャル

レ事業、エニシル事業は、多様化と変化のスピードが速まるお

客さまのニーズをはじめとする環境変化に対応するために、次

のことに取り組んでまいります。 

 

 

― シャルレ事業 ― 

　「あなたのための心を込めたおもてなし」をテーマに、

ホスピタリティマインドをより強化していきます。少子高齢

化の時代を迎えて女性のライフステージを応援する社会

貢献度の高い商品や定番商品の内容の見直し、人気商品

のバリエーションの拡大を目指した商品を投入することに

よって「既存顧客の満足度の向上」や「新規顧客の獲得」

で売上の向上を目指します。また、顧客満足度の高い商品

の提供や、より高いホスピタリティを実現できるような他

企業とのアライアンス（業務提携）を積極的に検討してま

いります。 

　株式会社シャルレは時代のスピードに合わせて機動性を

持たせるため、株式会社テン・アローズの100％子会社と

なり、三屋裕子が代表取締役社長としてシャルレのブラン

ド価値向上に努めてまいります。 

 

― エニシル事業 ― 

　「ありがとうのネットワークの創造」という経営理念に基

づき、ギフト市場のリーディングカンパニーとなると共に、

新しいギフト文化の創造を行ってまいります。 

 

― これからの新規事業 ― 

　新規事業への取組みも機動的に行う体制が整うことに

より、コア事業の成長と共に企業グループを支える第3、第

4の事業を構築し磐石な企業グループを目指してまいりま

す。当社が大切にしているお客さまの満足度を向上させる

ため、時代に合ったコミュニケーションスタイルを創生し、

中長期的にコア事業とシナジー効果を求めていきます。 

 

 

　この第31回定時株主総会の承認を得まして「株式会社テン・

アローズ」は委員会設置会社に移行し、社外取締役を招聘して

さらにコーポレートガバナンスの強化に努めます。 

●商号変更と名称の由来 

　平成18年6月1日を期日として分社型新設分割を行い、持株

会社体制へ移行いたしました。株式会社シャルレは商号を「株

式会社テン・アローズ」と変更し、引続き上場会社としてスター

トしました。 

●持株会社体制への移行とねらい 

　当社企業グループは、レディースインナーを主体とする衣料

品および化粧品等の販売（卸売）事業であるシャルレ事業、そし

て総合ギフト卸売事業であるエニシル事業をグループのコア

事業として定めております。 

　各事業とも業績の向上を目指し、「お客さまへ豊かさを提供

すること」を使命として事業運営に積極的に取り組んでおりま

すが、企業グループとしてさらなる飛躍を目指すため、持株会

社体制（持株会社の下に事業子会社を構成する会社体制）へと

移行することといたしました。 

『テン・アローズ』とは 

　持株会社である「テン・アローズ」がリーダーシップを発揮

し、企業グループの結束力と力強さで大きく飛躍したい、と

いう思いを鋭く力強い矢（アロー）で表現しました。 

　将来的に事業子会社を複数立ち上げることを「十本」（数

多く）と表現し、ひとつひとつ個性豊かなキャラクターに育て

上げていくことを目指しています。個性を備えたひとつひと

つの事業子会社が『ひとりひとりの心とからだに感動を！』と

いうグループ理念のもと大きく発展し、お客さまが喜びを感じ、

感動するような商品・サービスが提供できる企業でありたい、

そんな思いを社名にしました。 

（株）シャルレ （株）エニシル 香羅奈国際貿易 
有限公司 

株式会社テン・アローズ 
（大証二部上場・委員会設置会社） 

持株会社（ホールディングカンパニー）組織図 

（株）エヌ・エル・シー 
コーポレーション （株）がいＳ 
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連結財務諸表の概要 （注）各財務諸表は主要な項目を表示しております。 

（単位：百万円） 連結貸借対照表 （単位：百万円） 連結損益計算書 

当期 
平成18年3月31日現在 

前期 
平成17年3月31日現在 

前期 
平成17年3月31日現在 

当期 
平成18年3月31日現在 

流動資産 19,498 18,576 

　　現金及び預金 3,094 4,487 

　　受取手形及び売掛金 3,552 3,312 

　　有価証券 6,477 4,171 

　　たな卸資産 5,453 5,977 

　　その他 921 626 

固定資産 20,123 21,787 

　有形固定資産 5,365 5,654 

　　建物・構築物 2,972 3,131 

　　土地 2,115 2,189 

　　その他 277 333 

無形固定資産 1,192 1,794 

　　連結調整勘定 77 302 

　　その他 1,115 1,491 

投資その他の資産 13,565 14,339 

　　投資有価証券 10,322 11,574 

　　繰延税金資産 230 452 

　　その他 3,012 2,312 

 

資産合計 39,622 40,363

流動負債 12,128 11,703 

　　支払手形及び買掛金 3,829 4,737 

　　短期借入金 2,350 － 

　　未払法人税等 83 380 

　　その他 5,865 6,583 

固定負債 2,852  3,335 

　　長期借入金 1,311 1,554 

　　退職給付引当金 981 1,258 

　　その他 560  522 

負債合計 14,981 15,039 

少数株主持分 261 429 

（資本の部） 

資本金 3,600 3,600 

資本剰余金 4,897 4,897 

利益剰余金 17,076 17,707 

その他有価証券評価差額金 △1 △112 

為替換算調整勘定 4 0 

自己株式 △1,197 △1,197 

資本合計 24,379 24,895 

負債､少数株主持分及び資本合計 39,622 40,363

売上高 61,134 65,093 

　売上原価 41,272 44,851 

　販売費及び一般管理費 19,134 20,228 

営業利益 727 13 

　営業外収益 469 599 

　営業外費用 104 88 

経常利益 1,091 525 

　特別利益 369 118 

　特別損失 1,153 973 

税金等調整前当期純利益又は当期純損失（△） 307 △329 

　法人税、住民税及び事業税 22 332 

　過年度法人税、住民税及び事業税 － 156 

　法人税等調整額 529 1,100 

　少数株主利益又は少数株主損失（△） △167 13 

当期純損失 76 1,932

（単位：百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書 

a.営業活動によるキャッシュ・フロー △1,177 1,395 

b.投資活動によるキャッシュ・フロー 1,077 △3,678 

c.財務活動によるキャッシュ・フロー 1,516 △1,581 

　現金及び現金同等物の増減額（減少：△） 1,432 △3,872 

　現金及び現金同等物の期首残高 7,128 11,001 

　現金及び現金同等物の期末残高 8,560 7,128

（単位：百万円） 連結剰余金計算書 

（資本剰余金の部）  

資本剰余金期首残高 4,897 4,897 

資本剰余金期末残高 4,897 4,897 

（利益剰余金の部） 

利益剰余金期首残高 17,707 20,239 

 　利益剰余金増加高 26 － 
 　　連結除外による増加高 26 － 

 　利益剰余金減少高 657 2,531 
 　　配当金 581 599 

 　　当期純損失 76 1,932 

 利益剰余金期末残高 17,076 17,707

a．営業活動によるキャッシュ・フロー 
　営業活動によって使用されたキャッシュ・フローは、11億77百万円と
なりました。主な要因は、無形固定資産・長期前払費用償却費4億98百万
円、たな卸資産の減少額4億98百万円、仕入債務の減少額8億56百万円、
預り金の減少額14億9百万円、希望退職に伴う特別退職金8億20百万
円によるものであります。 

b．投資活動によるキャッシュ・フロー 
　投資活動によって得られたキャッシュ・フローは、10億77百万円とな
りました。主な要因は、有価証券の売却・償還による収入53億16百万円、
有価証券の取得による支出38億13百万円によるものであります。 

特別損失 
　当期末の主な要因は、当社において希望退職者を募集し、その特別退
職金による8億20百万円の計上によるものです。 

c．財務活動によるキャッシュ・フロー 
　財務活動によって得られたキャッシュ・フローは、15億16百万円とな
りました。主な要因は、短期借入金の増加額23億50百万円、配当金の支
払5億82百万円、長期借入金返済による支出4億15百万円によるもの
であります。 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ
14億32百万円増加し、85億60百万円となりました。 

（資産の部） （負債の部） 

当期 
平成17年4月1日～ 
平成18年3月31日 

前期 
平成16年4月1日～ 
平成17年3月31日 

当期 
平成17年4月1日～ 
平成18年3月31日 

前期 
平成16年4月1日～ 
平成17年3月31日 

当期 
平成17年4月1日～ 
平成18年3月31日 

前期 
平成16年4月1日～ 
平成17年3月31日 
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個別財務諸表の概要 （注）各財務諸表は主要な項目を表示しております。 

（単位：百万円） 貸借対照表 （単位：百万円） 損益計算書 

流動資産 12,788 11,233 

　　現金及び預金 1,475 1,860 

　　有価証券 6,477 4,171 

　　たな卸資産 4,368 4,907 

　　その他 466 293 

固定資産 19,206 19,798 

　有形固定資産 2,715 2,824 

　　建物・構築物 1,616 1,717 

　　土地 1,009 1,009 

　　その他 89 98 

無形固定資産 871 1,124 

投資その他の資産 15,619 15,848 

　　投資有価証券 10,137 11,383 

　　関係会社株式 2,521 2,052 

　　繰延税金資産 230 480 

　　その他 2,729 1,931 

　　資産合計 31,994 31,031

流動負債 5,313 4,358 

　　買掛金 1,693 2,059 

　　未払金 2,850 1,517 

　　未払法人税等 69 85 

　　その他 699 695 

固定負債 1,416 1,756 

　　退職給付引当金 981 1,249 

　　その他 434 506 

負債合計 6,729 6,114 

（資本の部） 

資本金 3,600 3,600 

資本剰余金 4,897 4,897 

利益剰余金 17,972 17,731 

その他有価証券評価差額金 △7 △114 

自己株式 △1,197 △1,197 

資本合計 25,265 24,917 

負債及び資本合計 31,994 31,031

（単位：百万円） 利益処分 

平成18年3月期 平成17年3月期 
当期 前期 

当期未処分利益又は未処理損失（△） 1,922 △818 

別途積立金取崩額 ― 2,500 

利益配当金 581 581 
 （1株につき30円） （1株につき30円） 

次期繰越利益 1,340 1,099

第29期 

10,0000 20,000 30,000 40,000 70,00050,000 60,000
売上高（単位：百万円） 

第30期 

38,128
66,304

36,195
65,093

第31期 34,116
61,134

第29期 

1,5000 2,500500 1,000 2,000 3,000
経常利益（単位：百万円） 

第30期 

1,626
2,098

第31期 1,936
1,091

358
525

第29期 

500-500 0 1,500-1,500 2,000-2,000
当期純利益（単位：百万円） 

-1,000 1,000

-1,881
-1,932

第30期 

744
719

第29期 

0-50 -25-75 50 7525 100-100
1株当たり利益（単位：円） 

-95.06
-97.61第30期 

822
-76

第31期 

-3.94第31期 

37.23
36.02

60

80

100

株主資本比率（単位：％） 

第29期 第30期 第31期 

81.3 80.3

61.1 61.7

連結 単独 

-10

0

10

株主資本利益率（ROE）（単位：％） 

第29期 第30期 第31期 

2.6

-7.1

2.7

-7.3

79.0

61.5

3.3

-0.3

売上高 34,116 36,195 

売上原価 20,390 22,525 

販売費及び一般管理費 12,070 13,523 

営業利益 1,655 146 

営業外収益 309 328 

営業外費用 28 116 

経常利益 1,936 358 

特別利益 － 118 

特別損失 832 941 

税引前当期純利益又は当期純損失（△） 1,104 △463 

法人税、住民税及び事業税 19 187 

法人税等調整額 261 1,230 

当期純利益又は当期純損失（△） 822 △1,881 

前期繰越利益 1,099 1,063 

当期未処分利益又は未処理損失（△） 1,922 △818

（資産の部） （負債の部） 

当期 
平成18 年3月31日現在 

前期 
平成17 年3月31日現在 

当期 
平成18年3月31日現在 

前期 
平成17年3月31日現在 

当期 
平成17年4月1日～ 
平成18年3月31日 

前期 
平成16年4月1日～ 
平成17年3月31日 

42.44
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